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七草がゆの振る舞い
　昔の風習に親しみを持ってもらおうと開催。江戸時代当
時を再現したかまどで作った七草がゆは、150人分が約
15分で無くなるほどの人気ぶり。参加者は七草の香りと
米の優しい甘さに舌鼓を打ちました。（1月7日、浜屋敷）

吹田市消防出初式
　寒空のもと、消防隊員や消防団員など約1200人が参加。
ロープを使った訓練を披露し、参加者は安心安全の気持ち
を新たにしました。最後に両岸から水を一斉放水し、大き
な拍手が送られました。（1月7日、神崎川河川敷）

成人祭
　あでやかな振り袖や真新しいスーツなどに身を包んだ約
2200人の新成人が、大人の一歩を踏み出しました。旧友
との思い出話に花を咲かせ、楽しいひとときを過ごしまし
た。（1月14日、ホテル阪急エキスポパーク）

市役所にジャンボ門松
　市内を中心に竹林の保護活動を行う団体が千里の竹など
を使い、高さ約3.5ｍ、鉢の直径約80㎝の門松を制作しま
した。市役所を訪れた人は、玄関を彩る門松に新春の訪れ
を感じました。（12月25日〜1月15日、市役所正面玄関）
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代表・性教育インストラクター

柳
やなぎ

 谷
たに

 和
かず

 美
み

さん（50歳、垂水町1）

知ることが拓
ひ ら

く未来
　ハーブティーを淹

い

れながら、大好きなボン・ジョヴィ
を鼻歌で歌う。「今日はたくさんおしゃべりする」と語
る笑顔には愛らしさだけでなく、強いエネルギーを感
じる。
　日本社会でタブー視される性の問題。彼女は性教育
に関する講座や講演を９年間行っている。なぜそこに
着眼したのか。それは彼女自身が性暴力の被害者だか
らだ。
　5歳で友人の父親から、7歳で従兄から被害を受けた。
おっちゃんと遊ぼう、和美こっちおいで、優しい誘い
で性暴力は始まった。「なぜ体を触られるのか分から
ず、恐怖よりも不思議さが勝った。生活の中で被害状
況と似た体勢になる度に、された行為を思い出し続け
た」。
　性暴力は「魂の殺人」と呼ばれている。彼女自身その
行為が性暴力と知ってから、羞恥や恐怖で誰にも言え
ず、長く一人で苦しんでいた。あるとき、新聞の特集
が目に入った。性犯罪認知件数より被害者数がはるか
に多いという内容に衝撃が走った。「辛い過去としてい
た性暴力に怒りが湧いた。私のように誰にも言えず苦
しんでいる人がいるのでは。そう思うと、当事者の苦

しみを伝えることで被害を無くす一助になるのではと
打ち明ける覚悟ができた」。彼女は新聞社からの取材に
応じ、講演活動も始めた。
　「知ることで未来は変えられる」と彼女は振り返る。
不必要に服を脱いではいけない。性器などは人に触ら
せたり見せたりしない。自分の命の尊さを知っていた
ら、犯罪の多くは防げただろう。「無知が犯罪の原因に
なり得るということを私は実感した。歪んだ性の情報
がインターネット上に溢

あふ

れている現代。健康や命を大
切にするための性の知識、人間の心と体の変化を親子
で楽しく学べる機会を作りたい」。現在は性教育のさら
なる普及を図るため、インストラクターの養成にも注
力する。
　子育てをしながら活動するうちに彼女が感じたこと
は、子供の未来は未知数だということ。「友人の父親も
従兄も加害者になるために生まれたのではない。彼ら
も性に関して正しく知っていれば何か変わっただろう。
加害者も被害者も作らない温かい社会をめざして、私
は声をあげる」。
　無知が呼ぶ魂の殺人。自らの過去を力に変え、彼女
は「知」の芽をまき続ける。
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